
「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム（2025年実績）

＜2025年８つの探究テーマ＞
町民、役場職員、町外の専門家、南部高校生、関西の大学等が参加し、企画・実施した。

テーマ 対象者 ＳＤＧｓ 問い：課題 実績 連携した民間団体

みなべSDGs
未来デザイン

町民
・みなべのSDGsとは？
・みなべの未来を皆でデザインしよう
・SDGsの認知・理解を広める

・パンフレット会議（６回開催）
・フリーディスカッション（9/9、11/11）
・「はなきか」開催（1/20）
・UME-1フェスタにて「SDGs未来都市」ブース出展（2/8）

・農業振興協議会

梅で健康① 町民
・町内では梅料理があまり食べられていない？
・他の世界農業遺産認定地域ではどのように食
文化を広めている？

・若梅会と交流（4/24）
・滋賀の食文化研究会（高島市）にて郷土料理「鮒ずし」作りを
体験（8/29）
・郷土料理交流会:鮒ずし試食（2/22）

・梅料理研究会
・若梅会、南部川生活研究
グループ、農業振興協議会
・滋賀の食事文化研究会

梅で健康②
都市
住民

・梅干が健康食？知らなかった
・料理や飲料にどうアレンジしたらいいの？

・関西万博「ジュニアSDGsキャンプ」（9/２０） 105名参加
みなべSDGs未来都市紹介、梅で健康クイズ、梅のひっくり返
し体験、トートバッグ塗り絵、オリジナルカンバッヂ作り

・教育テック大学院大学
・まちキャンパスプロジェクト

梅で健康③ 若者
・どうすれば若い人が梅干しや梅加工食品を食べ
るようになる？
・こんな梅商品・料理があったら食べたい

・京都産業大学生態系サービス研究センター（複数回）
・阪南大学サッカー部（9/28～29）
・大阪キリスト教短大スタディツアー（２/８～９）
・立命館大学経営学部ゼミ合宿（3/13～１４）
・南部高校「SDGs QUESTみらい甲子園」ファイナリスト選定

・関西の大学
・みなべスポーツクラブ
・南部高校食と農園科

梅で健康④ 外国人
・世界農業遺産梅システム、みなべSDGs未来都
市を世界に広める。

・中国との連携を模索したが情勢的に活動が困難
・R8年活動に向けて町内の外国人について調査

・みなべ国際交流クラブ

バイオ炭 農家
・バイオ炭のしくみを作り農業関連のCO2を減ら
しサステナブルな梅栽培を実践したい

・勉強会開催（12/23） 20名参加
・南部高校にて授業、バイオ炭製造体験実施（2/18）
１年生21名参加

・みなべ梅wo炭クラブ
・立命館日本バイオ炭研究
センター

環境にやさし
い農業

農家 ・環境にやさしい農業・果樹栽培を広げたい
・町内圃場視察（5/13）
・うめ研究所視察（11/25）

・梅農家
・有機農業専門家

ミツバチと
生物多様性

町民
・ミツバチの生態、森里川海の関係が知りたい
・ミツバチを増やしたい

・ミツバチ巣箱づくり（1/25） 31名参加
・ビーホテル製作ワークショップ（2/22） 18名参加
・梅林のいきもの調査（2/22） 18名参加、京産大学生も参加

・梅の友みつばち保存会
・京都産業大学
・たかだ果園
・まちキャンパスプロジェクト


